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行 政 相 談
国 の行政機関の行う仕事で困っ

たことや苦情、その他ご意見など
をおうかがいし ます。
相談日と場所は、毎月第二金曜

日、午後1時～4畤
区役所| 階区民相談 室

み
ん
な
で
も
り
あ
げ
よ
う

区

制

五
十
周
年

区
の
う
た
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

昭
和
七
年
に
足
立
区
制
が
発
足
し
て
、
今
年
で
五
十
年
で
す
。
区

制
五
十
周
年
を
記
念
し

、
区
民
の
友
情
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
る
た

め
、
区
民
の
参
加
の
も
と
に
、
「
区
の
う
た
」
を
制
定
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
参
加
く
だ
さ
い
。

区制50周年記念事業のひとつとし て、
写真集の発行を計画してい ます。古い写
真や資料をお持ちの方は広報課にご連絡
ください。・な お。くわしくは、改めてお知
らせし ますが 、ご協力をお願いします。

昭和7年の千住大橋附近

み
ん
な
で
歌
え
る
「
区のう
た
」

区
制
五
十
周
年
を
記
念
し
て
。
み

ん
な
で

気
軽
に
歌
え
る
「
区
の
う

た
」
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
。
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い

る
区
制
五
十
周
年
記
念
事
業
区
民
会

議
の
提
言
を
受
け
た
も
の
で
す
。

区
の
う
た
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

作
詞
を
皆
さ
ん
か
ら
募
り
、
作
曲
は

専
門
家
の
万
に
お
願
い
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
で
の
生
活
が
よ
り
豊
か

に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
区
民
の
皆
さ

ん
相
互
の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
。
区
民
の
皆
さ

ん
に
口
づ
さ
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
素

い
で
す
。

区
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、
ふ
ろ

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
区
内
在
住
の
方
(
年
齢
、

職
業
は
問
い
ま
せ
ん
)

内
容
　
▽
「
足
立
区
の
う
た
」
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

▽
明
る
く

健
康
的
な
、
希
望
に
満
ち
た
も
の

で
、だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
く
歌

え
る
も
の

▽
表
題
は
自
由
で
す

応
募
規
定
　
▽
作
品
は
、四
百
宇
詰

原
稿
用
紙
(
B
4
版
)
で
縦
番
と

し
、黒
イ
ン
ク
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
使
用
し
、枋
一
で
は
っ
き
り

記
入
す
る
こ
と
▽
歌
詞
は
三
節

程
度
の
も
の
▽
作
品
は
、自
作

で
未
発
表
の
も
の

▽
作
品
は
何

点
で
も
自
由
で
す

▽
作
品
の
返

却
は
し
ま
せ
ん

審
査
　
作
品
の
審
査
は
、
「足
立
区

の
う
た
」制
定
委
貝
会
(
作
詞
補

作
者
、作
曲
家
、区
磁
会
議
員
、

一
般
区
民
、
学
校
関
係
者
、
区
職

員
の
構
成
)
で
行
い
ま
す

※
な
覡
審
査
内
容
に
つ
い
て
の
閧

い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
し
ま
せ
ん
。

発
表
　
五
月
上
旬
頃
入
選
者
に
通
知

し
ま
す
(
「
区
の
お
知
ら
せ
」
で

も
発
表
し
ま
す
)

賞
　
賞
状
と
賞
金
を
授
与

▽
入
選
…
…
一
点

▽
佳
作
…
…
若
干

※
た
だ
し
、
小
・
中
学
生
の
場
合
は
、

賞
金
相
当
の
図
書
券
を
贈
り
ま
す
。

応
募
方
法
　
作
品
の
末
尾
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
連
絡
先
竜

話
番
号
お
よ
ぴ
職
業
(
勤
務
先
ま

た
は
学
校
名
)
を
明
記
し
、
広
報

課
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
限
　
三
月
'

―

印
有
効
)

《
注
意
事
項
》
▽
入
選
作
品
の
籍

作
権
は
区
に
帰
属
す
る
こ
と
に
に

な
り
ま
す

▽
入
選
作
品
は
、
必

要
に
応
じ
て
補
作
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す

応
募
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
(
〒
Ⅲ

千
住
一
一
四
-
一
八
)

青少年を守る店
看板のデザインを
募集します

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
少
年
非

行
に
対
処
す
る
た
め
、
区
で
は
、

区
内
の
商
店
、
娯
楽
堝
等
と
協
力

提
携
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

嘖
極
的
に
協
力
す
る
商
店
等
の
店

頭
に
、
『
青
少
年
を
守
る
店
』
の

看
板
か
・
表
示
し
て
い
た
だ
き
、
区

民
の
中
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
つ
い
て
の
問
題
意
識
の
啓
発
と

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
有
害
な
社
会

環
境
の
浄
化
を
図
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

そ
こ
で
。
こ
の
看
板
の
デ
ザ
イ

ン
を
公
募
し
ま
す
。

対

象

区

内

在

庄
・

在

動
の

方

規

格

縦

十

五
・

五
一

×

横
一
了

四

″
、

色

は

四
色

以

内

応
募
上
の
注
意
　
▽
作
品
に
は
必

ず
[
青
少
年
を
守
る
店
」
と
い

う
文
字
を
入
れ
る
▽
作
品
の

裹
右
下
に
住
所
ま
た
は
、
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

性
別

、

年
齢

を

記
入

す

る

▽

応
募

作

品

は
お

返
し

し

ま
せ

ん

▽
入

賞

作

品
の

版

権
は

区

に
属

し

、
作

品

は
自

由

に
利

用

さ
せ

て

い

た
だ

き

ま
す

選

考
　

選
考

委
員

会

に

お
い
て

、

応

募

作
品

を

審
査

し
、

最

優
秀

賞
(

一
点
)
、
優

秀

賞
(

若

干
)
、

佳

作
(

若

干
)

を
授

与
し

ま

す

表
彰
　
表
彰
式
は
、
青
少
年
健
全

育
成

区

民
大

会
(

十

一
月

上

旬

予
定
)

に
行

い

ま
す

提

出
・

問

合
せ

先
　

青

少
年

対

策

担

当

葦立ち
今
、
私
の
部

屋
に
は
、
チ
ュ

ー
リ
y
プ
の
花

が
飾
ら
れ
、
ふ

く
い
く
と
し

て
、
蔘
の
香
り

を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
は
じ
め
フ
リ

ー
ジ
ャ
。
夏
菊
な
ど
の
切
り
花
は

昔
か
ら
足
立
の
名
産
で
し
た
。
昨

年
、
区
制
五
十
周
年
記
念
事
業
区

民
会
議
か
ら
受
け
た
提
言
の
中

で
、
区
の
シ
ン
ボ
ル
は
桜
と
並
ん

で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
と
い
う
の
も

う
な
ず
け
る
こ
と
で
す
。

人
間
が
潤
い
の
あ
る
生
活
を
し

て
い
く
た
め
に
は
、
鉄
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
囲
ま
れ
た
嘩
珮
で
は
い

け
ま
せ
ん
。

私
は
、
皆
さ
ん
が
緑
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
興
業
公
園
を

建
設
し
、
チ
ュ
ー
リ

。
プ
な
ど
の

栽
培
も
奨
励
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
リ
'

プ
は
公
園
の
花
壇
や
皆
さ
ん
の

ご
家
庭
に
も
沢
山
植
え
て
い
た
だ

い
て
、
花
や
緑
あ
ふ
れ
る
足
立
に

し
た
い
も
の
で
す
。

今
号
で
は
'
*

は
り
区
民
会
議

か
ら
提
言
を
受
け
て
、
区
の
歌
の

歌
詞
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
区
民

の
皆
さ
ん
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

口
ず
さ
め
る
よ
う
な
親
し
み
や
す

い
歌
を
と
願
っ
て
い
ま
す
。

調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
住
み

よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て
計
画
を
進

め
て
い
る
足
立
区
の
若
さ
と
曙
助

感
あ
ふ
れ
る
感
じ
を
皆
さ
ん
も
作

詞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
五
十
周
年
記
念
事
業
は
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
て
、

新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
第
一

歩
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

区
長

古
性
　

直

区
民
ま
つ
り
チ
フ
レ
ー
ズ

区
民
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
と

な
る
「
キ
ャ
y
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を
募

集
し
ま
す
。
優
秀
作
品
は
。
各
種
五

十
周
年
記
念
行
事
に
。
キ
ャ
y
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
便
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方
(
入
選
者
に
は
、
賞
品
夕

差
し
あ
げ
ま
す
)

応
募
方
法
　
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
(
勤
務
先
ま
た
は
栄

校
名
)
を
明
記
の
う
え
、
作
品
一

点
を
番
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

ま
た
、
持
参
す
る
と
き
は
、
(

ガ
キ
大
(
縦
十
五
″
×
横
十
″
)

の
画
用
紙
ま
た
は
私
製
(
ガ
キ
E

に
。
作
品
一
点
を
書
い
て
苺
持
ち

く
だ
さ
い
(
一
枚
に
一
点
記
入
)

※
一
枚
二
点
以
上
連
記
の
場
合
は
無

効
と
な
り
ま
す
。

応
募
期
限
　
三
月
二
十
日
(
当
日
消

印
有
効
)

応
募
・
問
合
せ
先
　
区
民
生
酒
係
(

〒
旧
千
住
一
一
四
一

一
(
)

記
念
事
業

四
月
か
ら
始
動

区

で

は
い

ま

。
四

月

か
ら

の

事
業

開
始

に

む

け
、
記

念

事
業

の
・
選
定

、
予

算
案

の

作

成
等

の
準

備

を

す
す

め
て

い

ま

す
。

昭
和

七
年

に

足
立

区
(

当

時
東
京
市
)
が
誕
生
し
て
五
十
年
の

今
年
、
大
き
く
発
展
し
た
区
の
歩
み

を
振
り
返
り
。
あ
ら
だ
な
意
気
ご
み

で
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
記
念
の

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

区
で
は
、
五
十
周
年
を
祝
う
各
種
の

記
念
事
業
を
区
民
の
皆
さ
ん
と
共
同

で
す
す
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

区
民
ま
つ
り

実
行
委
員
会
の
結
成

て
・
万
区
民
の
交
流
を
深
め
、
　

'
゛
G
・
軛
を
広
げ
る
区
民
ま
つ
り

は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
実
行

委
員
会
」
を
組
織
し
て
す
す
め
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

区
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
勳
ら
い
て

い
る
人
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
、

楽
し
め
る
ま
つ
り
を
手
作
り
で
つ
く

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

三
月
ま
で
に
は
準
備
会
を
発
足
、
四

月
以
後
実
行
委
員
会
の
沃
一
勵
を
開
始

す
る
予
定
で
串
備
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
各
地
域
の
お
ま
つ
り
と
も
ひ
す

ん
で
、
五
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
ま

つ
り
を
準
備
し
ま
し
I
つ
。

記
念
の
建
設
事
業
・

出
版
事
業
の
計
画

足
立
区
は
、
古
く
か
ら
襴
擇
か
掘

ん
で
、
現
在
で
も
、
野
菜
や
花
き
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
区

の
独
白
事
業
と
し
て
は
、
都
市
農
業

公
園
の
建
設
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
五
十
周
年
記
念
式
典
を

は
じ
め
各
種
の
出
版
事
業
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
記
念
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
う
る
お
い
の
あ
る
豊
か
な
足

立
を
め
ざ
し
て
、
後
世
の
区
民
に
残

せ
る
も
の
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
刊
行
物
を

頒
布
し
て
い
ま
す

広
報
課
で
は
、
次
の
よ
う
な
刊

行
物
を
頒
布
し
て
い
ま
す
。

□
歴
史
的
な
読
み
も
の

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
「
足
立
」

の
歴
史
を
解
説
し
。
古
い
姿
と
新

し
い
も
の
と
の
つ
な
が
り
が
興
味

深
く
理
解
で
き
る「
足
立
の
歴
史
」

を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
の
五
衒
遭

の
ひ
と
つ
で
あ
る
日
光
街
遭
に
沿

っ
て
史
話
・
史
跡
を
尋
ね
め
ぐ
る

「
足
立
の
史
話
」
等
お
気
軽
に
統

ん
で
い
た
だ
け
る
本
で
す
。

「
足
立
の
今
昔
」
は
、
お
年
寄

り
や
。
古
い
貴
重
な
賢
料
を
お
持

ち
の
方
々
の
協
力
を
得
て
。
纒
さ

ん
さ
れ
た
も
の
で
、
昔
の
写
真
も

豊
富
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

▽
足
立
の
歴
史
…
四
百
円

▽
足
立
の
史
話
…
四
百
円

▽
足
立
の
今
背
…
千
五
百
円

▽
旧
日
光
道
中
千
庄
嘸
家
並
変
遷

図
…
四
百
円

▽
近
代
史
年
表
…
三
百
円
(
昭
和

四
十
六
年
末
ま
で
)

▽
武
蔵
伊
興
遺
跡
…
二
千
円

▽
文
化
財
調
査
報
告
S
…
千
円

(
隘
1
3
)
、千
五
百
円
(
E
`
1
4
)
、

二
千

円
(

心
1
5
)

□
統
計
資
料

▽

数
字

で

見

る
足

立
・
人

百
円

▽

足
立

区

の

人
口

と
世

帯
(

昭

和

五

十
年

国

勢
調

査
)

…

七
百

円

▽

商
業

統
計

調
査
・
止

千

六
百

円

▽

事

業
所

統

計
凋

査

報
告
=
・
四

百

円

□

そ

の

他

▽
教
育
百
年
史
1
足
立
区
に
小
学

校
が
開
設
さ
れ
て
百
年
、
新
制

中
学
校
の
制
度
が
で
き
て
三
十

年
、
そ
の
経
過
を
わ
か
り
や
す

く

解
説

し

た
も
の

で

す
・
:
七
千

二
百

円

一
>
足
立
区
商
工
名
鑑
・
:
二
千
七
百

円

▽
区
の
お
知
ら
せ
縮
刷
版
…
千
円

(
昭
和
二
十
三
年
九
月
?
昭
和

四
十
七
年
三
月
ま
で
)

千
(
百
円
(
昭
和
四
十
七
年
四

月
?
昭
和
五
十
五
言
可
ま
で
)

頒
布

場

所
・

間

合
せ

先

広
報

課

皆
さ
ん
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

広
報
映
画
〝
葦
立
か
ら
足
立
へ
〟

広
報
課
で
は
、
ど
な
た
で
も
簡

単
に
写
せ
ろ
(
ミ
リ
映
写
機
と
、

カ
セ

。卜
式
フ
イ
ル
ム
を
。一
話

予
約
に
よ
り
無
料
で
貸
出
し
て
い

ま
す
。
広
報
映
画

貳

た
ち
の
足

高

シ
リ
ー
ズ
も
「
慨
立
か
ら
足

立
へ
」で
九
作
目
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
映
画
の
ほ
か
、
子
ど
も
向

け
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ま
ん
が
、
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
ま
た
。チ
ヤ
。プ
リ

ン
の
映
画
な
ど
数
多
く
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

貸
出
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

足
立
家
具
ま
っ
り

区
で
は
、地
場
産
業
の
振
興
育

成
と
、区
民
の
方
々
に
広
く
現
状

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、足
立

家
具
工
業
会
と
共
催
し
、区
内
家

具
メ
ー
カ
ー
の
新
作
家
具
の
見
本

市
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、会
鳩
で
は
刃
物
の
研
磨

無
料
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
家
具

木
製
品
原
材
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

家
具
に
関
す
る
相
鮫
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
時
　
三
月
三
日
(
水
)
・
四
日
(

木
)
午
前
九
時
～
午
後
三
時

場
所
　
産
業
振
興
館

問
合
せ
先
　
商
工
係
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ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き
を

地
域
の
あ
な
た
と
と
も
に

心
身
陣
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
梅
鳥
生
活
実
習
所
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
祭
を
行
い
ま
す
。
日
頃
の
成
果
を
見

て
い
た
だ
こ
う
と
み
ん
な
張
切
っ
て
い
ま
す
の
で

、

ど
う
ぞ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

弥
生
祭

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

社
会
参
加
。
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
て

通
所
訓
練
に
励
ん
で
い
る
人
達
、
家

族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り

「
弥
生
祭
」
を
実
施
し
ま
す
。
日
頃

の
成
果
を
発
表
し
、
地
域
の
人
々
と

交
流
を
深
め
る
場
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の

寥
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
三
月
四
日
?
七
日
午
前
十

時
?
午
後
四
時
(
た
だ
し
、七
日

は
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
で
す
)

場
所
　
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

内
容
　
▼
三
月
四
日
ヱ
(
日
は
展
示

の
み
で
す
▼
三
月
七
日
…
①
展

示
会
場
1
事
業
紹
介
、作
品
・
補

装
具
・
自
助
具
展
示
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
賢
料
、車
椅
子
講
習
会
②

催
し
会
場
-
劇
「な
か
ま
」(
成

人
部
)
、楽
器
演
奏
、詩
吟
(
機

能
訓
練
部
)
、エ
レ
ク
ト
ー
ン
演

奏
、手
品
、映
画
(
行
事
記
録
(

ミ
リ
)
、劇
映
画
「兎
の
眼
」

⑧
即
売
コ
ー
ナ
ー
手
芸
品
、
七

宝
、
陶
芸
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
皮

革
工
芸
品

④
軽
食
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー

　
(
(
三
上
(
I

七
一

みんなで歌おうコーナー( 弥生祭)

実
習
所
祭

梅
島
生
活
実
習
所
は
、心
身
に
障

害
を
も
つ
人
が
、社
会
の
一
員
と
し

て
充
実
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

作
業
等
を
行
う
成
人
の
通
所
施
設
で

す
。実

習
所
で
は
毎
年
、日
頃
の
成
果

を
発
表
し
、地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
深
め
る
機
会
と
し
て
、実
習
所
祭

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
も
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
、よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時
　
三
月
七
冂
(
日
)
午
前
十
時
?

午
後
三
時

場
所
　
梅
島
生
活
実
習
所

内
容
　
実
習
所
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
製

品
の
展
示
・
即
売
、
保
護
者
会
の

バ
ザ
ー
、
食
事
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ
先
　
梅
島
生
活
実
習
所

兮
(

四
九
―
匸
二
七
九

バザー風景( 実習所祭)

―よりよい暮しのために

ご利用ください―

福 祉 事 業 あ ん な い

訪
問
看
護
を
し
ま
す

寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
の
方
へ

対
象
　
区
内
に
住
ん
で
い
る
六
十
五

歳
以
上
の
自
宅
に
寝
た
き
り
の
方

で
、訪
問
看
護
が
必
要
と
認
め
ら

れ
た
方

訪
問
看
護
の
方
法
　
寝
た
き
り
老
人

に
対
し
、
医
師
ま
た
は
肴
攅
婦
が

お
お
む
ね
月
二
回
訪
問
し
、医
療

お
よ
び
番
護
等
の
専
門
的
な
指
導

を
行
い
ま
す

費
用
　
無
料

申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

募
集
し
ま
す

通
所
訓
練
者
(
児
)

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
。

次
の
二
事
業
に
つ
い
て
、
四
月
か
ら

の
通
所
者
(
児
)
を
募
集
し
ま
す
。

□
幼
児
通
所
訓
練
事
業

対
象
　
区
内
在
住
で
、知
恵
お
く
れ

の
程
度
が
お
お
む
ね
中
軽
度
の
三

歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
幼
児

訓
練
期
間
　
入
所
時
よ
り
就
学
時
ま

で
募
集
人
員
　
若
千
名

事
業
内
容
　
基
本
的
生
活
態
度
や
習

慣
の
指
導
を
行
い
、幼
児
の
自
立

性
や
集
団
適
応
性
を
養
い
ま
す

□
身
体
機
能
通
所
訓
練
事
業

対
象
　
十
五
歳
以
上
の
肢
体
不
自
由

者
7
、指
導
訓
練
を
必
詈
す
る

区
内
在
住
者

訓
練
期
間
　
四
月
初
旬
か
ら
九
月
末

ま
で
の
お
お
ひ
ね
六
ヶ
月
間

募
集
人
員
　
二
十
名

事
業
内
容
　
身
体
機
能
馴
練
お
よ

ぴ
通
所
者
同
士
の
交
わ
り
を
通

じ
て
身
体
機
能
の
維
持
、改
善

を
図
る
と
共
に
自
主
的
な
訓
練

態
度
の
育
成
を
目
的
と
し
ま
す

選
考
方
法
　
い
ず
れ
も
、当
セ
ン

タ
ー
の
医
師
等
の
判
定
に
よ
り

選
考
し
ま
す

費
用
　
い
ず
れ
も
無
料

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
電
話
か
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
い
ず
れ
も
二
月
二
十

七
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
心

身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
(
(

三
上
(
I

七
一

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

国
民
年
金
相
談

区
で
は
。
国
民
年
金
に
関
す
る

疑
問
や
制
度
に
つ
い
て
く
わ
し
く

知
り
た
い
方
の
た
め
に
、
年
金
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
。
当
日

は
都
国
民
年
金
都
の
専
門
官
が
相

談
に
あ
た
り
ま
す
。

日
時
　
三
月
三
日
(
水
)
午
前
十

時
?
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
二
階
国
民
年
金
謖

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
譁

春
の
火
災
予
防
運
動

二
月
八
日
～
三
月
十
三
日

毎
日
が
防
火
デ
ー
で
す

ぼ
く
の
家

春
一
番
が
吹
き
荒
れ
る
こ
の
時

期
は
、
空
気
も
乾
燥
し
て
火
災
が

発
生
す
る
と
大
火
事
に
な
り
や
す

い
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

火
に
対
す
る
注
意
心
を
一
層
高
め

て
自
ら
が
積
極
的
に
防
火
の
備
え

と
初
期
消
火
な
ど
の
訓
練
を
重

ね
、
火
災
の
発
生
防
止
と
火
災
に

よ
る
人
命
。
財
産
な
ど
の
被
害
を

防
ぐ
よ
う
に
努
め
ま
し
I
つ
。

◎
火
災
か
ら
命
を
守
る
そ
な
え
を

し
ま
し
ょ
う

昨
年
、
都
内
の
火
災
に
よ
る
死

者
は
百
五
十
(
名
と
な
り
。
昭
和

四
十
(
年
の
史
上
最
悪
(
百
六
十

六
名
)
に
つ
ぐ
二
番
目
の
ワ
ー
ス

ト
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災

に
よ
る
死
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
住

宅
や
共
同
住
宅
の
火
災
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を

実
施
し
、
心
掛
け
ま
し
I
つ
。

▽
家
族
で
我
が
家
の
防
災
会
磁
を
開

き
、
火
災
や
地
震
に
そ
な
え
て
役

割
等
を
決
め
て
お
き
ま
し
?
つ

▽
我
が
家
の
防
災
診
断
を
行
い
、
火

気
使
用
器
具
の
点
検
、
整
備
お
よ

ぴ
周
囲
の
不
然
化
を
す
す
め
ま
し

ょ
う

▽
消
火
器
、
三
角
バ
ケ
ツ
お
よ
び
、

消
火
用
水
等
を
備
え
、
い
つ
で
も

使
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
老
人
や
身
体
の
不
自
由
な
人
の
使

用
す
る
寝
具
等
は
、
で
き
る
だ
け

防
炎
製
品
を
使
用
し
ま
し
I
つ

▽
火
災
を
早
く
発
見
す
る
た
め
の
自

勵
火
災
報
知
設
備
や
簡
易
型
火
災

警
報
器
を
そ
な
え
ま
し
I
つ

▽
老
人
、
幼
児
、
身
体
の
不
自
由
な

人
の
就
寝
場
所
の
安
全
チ
エ
'
ク

を
行
い
ま
し
?
つ

▽
寝
た
き
り
I
大
暮
し
の
老
人
や
心

身
障
害
者
に
対
す
る
近
隣
に
よ
る

救
出
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う

▽
防
災
馴
練
に
参
加
し
、
家
庭
や
衡

頭
に
備
え
つ
け
た
消
火
器
等
が
い

ざ
と
い
う
と
き
使
用
で
き
る
よ
う

初
期
消
火
技
術
を
体
得
す
る
と
と

も
に
、
万
が
一
の
ヶ
が
等
に
そ
な

え
た
応
急
救
護
の
技
術
を
休
得
し

て
お
き
ま
し
ょ
う

▽
家
屋
の
外
周
都
を
整
理
整
と
ん

す
る
な
ど
、
放
火
さ
れ
な
い
環

境
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
き
つ

▽
飲
酒
後
の
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に

し
な
い
、
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

◎
S
欒
所
(
職
塘
)
の
防
火
管
理

を
徹
底
さ
せ
る
に
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

▽
消
防
計
画
や
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
い
、
職
場
の
実
態
に
即

す
る
よ
う
聾
備
し
ま
し
I
つ

▽
消
防
計
画
に
基
づ
く
自
衛
消
防

訓
練
を
行
い
ま
し
冫
つ

▽
デ
パ
ー
ト
、
旅
館
等
の
特
定
防

火
対
象
物
で
は
こ
の
樊

苣

避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
I
つ

※
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
問
い
合

せ
は
、も
よ
り
の
消
防
署
へ
。

昨年1 年間の
足立区の火災状況

湯河原 ・
伊豆高原「あだち荘」

抽
選
日
　
四
月
分

の
申

し
込
み

は
、
三
月
一
日
(

月
)
か
ら
受

付
け
ま
す
。
午

前
九
時
に
、
嚊

河
原
・
伊
豆
高

原
「
あ
だ
ち
荘
」

を
同
時
に
抽
選

を
行
い
。
そ
の

順
位
に
よ
り
受

付
け
ま
す
。
伊

豆
高
原
『
あ
だ

ち
荘
」
を
申
し
込
み
の
方
は
、
国

民
健
康
保
険
証
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
料
の
領
収
一

が
必
要
で
す

抽
選
場
所
　
区
役
所
七
階
会
議
室

※
一
日
の
午
前
九
時
ま
で
に
入
場
し

た
方
を
抽
選
対
象
と
し
ま
す
。
午
前

九
時
を
過
き
瀘
す
と
会
場
に
入
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

抽
選
後
の
利
用
　
空
室
は
利
用
日
の

三
日
前
ま
で
受
付
け
ま
す
。
抽
選

日
の
翌
日
か
ら
は
、
電
話
で
申
し

込
み
の
う
ぇ
ご
二
日
以
内
に
利
用

料
金
を
出
張
所
に
支
払
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

□
湯
河
原
「
あ
だ
ち
荘
」

申
込
資
格
　
区
内
在
住
、
在
動
の
方
(

一
人
で
の
申
し
込
み
は
不
可
)

利
用
日
数
　
二
泊
三
日
ま
で

利
用
料
金
　
(

一
泊
二
食
付
)

大

人
(
中
学
生
以
上
)
・・・
三
千
円

子
供
(
四
歳
以
上
)
=
一千
五
百
円

□
伊
豆
高
原
「あ
だ
ち
荘
」

申
込
資
格
　
区
内
に
在
住
の
方
(
一

人
で
の
申
し
込
み
は
不
可
)

利
用
日
数
　
二
泊
三
日
ま
で

利
用
料
金
　
▼
利
用
代
表
者
が
国
保

被
保
険
者
…
五
千
円
▼
利
用
代

表
者
が
一
般
区
民
・
;
七
千
五
百
円

食
事
料
　
大
人
・・
キ
五
百
円

子
供

・
:千
円

休
館
日
　
い
ず
れ
も
。
三
月
九
日
・

十
日
・
二
十
三
日
・
二
十
四
日

四
月
十
三
日
・
十
四
・
二
十
七
日

二
十
(
日
(
た
だ
し
、
伊
豆
高
原

「
あ
だ
ち
荘
」
は
四
月
十
五
日
・

十
六
日
も
休
館
に
な
り
ま
す
)

※
申
し
込
み
と
同
時
に
利
用
料
金
を

全
額
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
▼
讌
河
原
「
あ

だ
ち
荘
」
・
:区
民
生
活
係

▼
伊

豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
忿
・・国
民
健

康
保
険
課
庶
務
係

住
居
表
示
か
ら
お
知
ら
せ

□
氏
名
表
札
等
の
販
売
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

最
近
「区
役
所
か
ら
来
ま
し
た
」

と
か
「郵
便
局
の
関
係
者
で
す
」

な
ど
と
言
っ
て
、家
族
の
氏
名
を

記
入
す
る
氏
名
表
示
板
を
訪
問
販

売
し
て
い
る
者
が
い
ま
す
が
、区

役
所
や
郵
便
局
で
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
I
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、何
ら
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん

の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
家
屋
等
を
新
築
・
改
築
さ
れ
た

方
へ

住
居
表
示
が
す
で
に
済
ん
だ
地

域
内
で
家
屋
等
を
新
築
・
改
築
さ

れ
た
方
は
、新
た
に
、住
居
番
号
　

(
住
所
)
を
付
け
る
た
め
の
届
出

が
必
要
で
す
。な
お
、こ
の
届
出

を
さ
れ
ま
せ
ん
と
正
し
い
住
所
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
転
入
届
、転

居
届
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
出
の
と
き
必
要
な
も
の
　
建
築

確
認
通
知
書
、
印
か
ん

問
合
せ
先
　
住
居
表
示
係

三
月
一
日
～
七
日

春

の
防

犯

運

動

都
内
い
っ
せ
い
に
「春
の
防
犯

運
動
」が
三
月
一
日
～
七
日
ま
で

行
わ
れ
ま
す
。今
回
の
防
犯
運
動

の
重
点
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

□
覚
せ
い
剤
禍
の
追
放

覚
せ
い
剤
を
使
用
す
る
と
、薬

の
作
用
で
、初
め
の
う
ち
は
、疲

労
や
眠
気
が
と
れ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。し
か
し
、あ
る
一
定
の
時

間
が
過
ぎ
ま
す
と
逆
に
ひ
ど
い
脱

力
感
や
不
安
感
に
お
そ
わ
れ
ま
す

の
で
、再
度
便
用
を
く
り
返
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

党
せ
い
剤
は
危
険
な
薬
物
で
あ
り

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
で
追
放
し
ま

《
ス
ロ
ー
ガ
ン
》
心
ふ
れ
合
う

や
す
ら
き
東
京

覚
せ
い
剤

う
つ
な

う
な
ず
な

み
ん
な

の
目

□
侵
入
盗
犯
の
防
止

今
頃
の
季
節
は
あ
き
巣
や
忍
ぴ

込
み
な
ど
の
侵
入
ド
ロ
ボ
ウ
が
多

く

発

生
し

て
い

ま

す
。

ち

″
つ
と

留

守

す
る

と
き

で

も
、

必

ず
戸

締

り

な
ど

を
し

て

。
被

客

を
防

ぎ

ま

し

ょ
う

。

《
ス
ロ
ー
ガ
ン
》
お
出
か
け
は
　

お

誨
さ

ん

へ
　

声

か
け

て

区
内

の

窃
盗

件
数
(

五
十

六
年
)

▽

窃

盗

犯
…
一
万

一

千
(

百

三
十

九

件

▽
侵
入
窃
盗
…
二
千
百
三
十
五
件

▽
非
侵
入
窃
盗
…
九
千
七
百
四
件

□
少
年
非
行
の
防
止

少
年
非
行
の
防
止
は
、
今
や
国

民
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
。
少
年
た
ち
は
、
あ
る

日
突
然
。
非
行
に
走
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ね
日
頃
か
ら
注

意
し
津
し
ょ
う
。

《
ス
ロ
ー
ガ
ン
》　
小
さ
な
注
憲
　

ふ
れ
合
う
心
　
非
行
の
な
い
　

明
る
い
町
づ
く
り

◎
防
犯
に
つ
い
て
は
、
も
よ
り
の

警
察
へ
ど
う
ぞ
。

相 談

区
民
相
談
室

午
後
一
時
～
四
時

▽
法
律
相
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
木
曜
日

(第
二
庁
舎
は
第
三
水
曜
日
の
み
)

▽
税
務
相
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
金
曜
日

▽
行
政
相
談
…
…
…
…
…
…
…
毎
月
第
二
金
曜
日

▽
人
権
身
の
上
相
談
…
…
…
…
毎
月
第
三
金
曜
日

区
民
相
談
室
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽
一
般
相
談
…
…
…
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
結
婚
相
談
…
…
…
木
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
交
通
事
故
相
談
…
…
…
…
…
月
曜
日
～
金
曜
日

3月の安売りデー

青

果

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一一一
月
十
七
日

<
緑
の
ノ
レ
ン
の
あ
る
お
店
>

水

産

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一一一
月
十
九
日

<
青
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
>

豚

肉
…
…
…
…
一
{一
月
十
三
日
・
二
十
七
日

<
赤
の
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店
>

臨
時
職
員
(
学
校
警
備
)
募
集

勤
務
内
容
・
時
間
　
▽
日
曜
日
・

祝
象
日
の
学
校
警
備
午
前
(

時
三
十
分
?
午
後
九
時
三
十
分

資
格
　
六
十
五
歳
ま
で
の
男
性
で

健
康
な
方

申
込
方
法
　
履
歴
I
を
持
参
す
る

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会

庶
務
課
教
職
員
係



区 の お 知 ら せ第568 号( 3)

保
健
・
衛
生
受

講

は

お
早
め
に

カ
ゼの流
行

ご
用
心

今
年
の
冬
は
カ
ゼ
が
流
行
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
あ
な
た
の
周
囲
は

い
か
が
で
す
か
。
j

ゼ
ぐ
ら
い
た

い
し
た
こ
と
は
な
い
"
と
考
え
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
ひ
か

し
か
ら
「
カ
ゼ
は
万
病
の
も
と
」
と

い
わ
れ
て
い
ろ
よ
う
に
、
決
し
て
軽

く
み
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
万
が
I
カ

ゼ
を
ひ
い
た
と
き
は
、
医
師
の
治
療

を
受
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が

体
を
十
分
休
ま
せ
ま
し
I
つ
。

早
め
に
な
お
そ
う

幼
児
の
カ
ゼ
や
ぜ
ん
息

子
供
の
カ
ゼ
や
ぜ
ん
息
で
お
悩
み

の
お
母
さ
ん
、
ど
う
ぞ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
二
十
四
日
(
水
)
午
前

十
時
?
正
午

場
所
　
東
和
保
健
相
談
所

対
象
　
未
就
学
児
(
二
歳
ヱ
(
鐡
)

内
容
　
▽
日
常
生
活
に
つ
い
て

▽

幼
児
向
き
の
ぜ
ん
息
体
操

▽
映

画

▽
個
別
指
導

持
参
す
る
も
の
　
タ
オ
ル
一
本

定
員
　
二
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
和
保
健
相
談

所
　
　
六
〇
六
一
四
一
七
一

就
労
母
親
学
級

日
時
　
三
月
六
日
(
土
)
午
後
一

時～
四
時
三
十
分

場
所
　
千
住
保
健
所

対
象
　
勳
い
て
い
る
妊
婦

定
員
　
二
十
五
名
(
先
一
順
)

内
容
　
▽
映
画

▽
妊
婦
の
生
理

▽
お
産
の
経
過

▽
妊
娠
中
の
栄

養

▽
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方

▽

質
疑
応
答

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
期
限
　
三
月
三
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
業

務
係

　
(
(
(
一
四
二
七
七

精
神
衛
生
相
談

日
時
　
三
月
四
日
(
木
)
午
後
一
時

三
十
分
ヱ

ー時
三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

担
当
　
専
門
医

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相
談

所

　
(
九
六
-
四
〇
〇
四

四
十
歳
女
性
の
健
康
づ
く
り

保
健
栄
養
教
室

日

程
　

▽

足

立

保
健

所

こ

一
月

三

日

・
十

日
・

十

七
日

午
後

一

時

か

ら

▽

中
央

本
町

保

健

相
談

所

…
三
月

九
日

・

十

六
日

・
二

十

三
[

口

午

前

十
時

か

ら

内

容
　

▽

一
日

目
・・
・
若

さ

を
保

つ

栄

養

学

▽

二
日

目
…
う

す
味

と

バ

ラ

ン
ス

食

▽

三
日

目

…
楽

し

く

体

を
勳

か

そ
う

費
用
　

無

料

※

希

望
者

に

は

貧
血

検
査

を

二
百

四

十
円

で
行

い

ま

す

。

問

合

せ
先

足

立
保

健
所

栄

養
指

導

担

当
(

　
(

五
五
-

四

一

五

一
)
、

中
央
本
町
保
健
相
談
所
(
　
(
(

〇
-
一
一
六
五
)

三
月
の
献
血

▽

一
口
(

月
)

…
竹

の
冢

駅

東
口

▽

二
日
(

火
)

…
北

千

住
駅

西
口

▽
三

日
(

水
)

・
・・
イ

ト
ー

ヨ

ー
カ
ド

ー
西

新
井

店
(

興

野

一
丁

目
)

▽
四

日
(

木
)

…
青

木

信
用

金
庫

足

立

支

店
(

一

ツ
家

二
丁

目
)

▽

五
日
(

金
)

・
:
第

十

二
出

張
所

▽

六
日
(

土
)

・・
・
北

千

住
駅

西
口

。

竹

の

塚
駅

東

口

▽

八
日
(

月
)

…
北

千

住
駅

西
口

▽

卜
日
(

水
)

…
西

新
井

駅

西
口

▽

十
一

日
(

木
)

・
・・
東
加

平

小
学

校

▽

十
二

日
(

金
)

・
:
竹
の

塚

駅
東

口

▽

十
五

日
(

月
)

・
=
北
千

住

駅
西

口

▽

十

九
日
(

金
)
'
:

協

和
銀

行

花
畑

支

店
(

花
畑

五
丁

目
)

▽

二
十

日
(

土
)

・
:
竹
の

塚

駅

東
口

▽

二
十

三
日
(

火
)
=

・
北
千

住

駅
西

口

▽

二

十
五
日
(

木
)

…
西
新

井

駅
東

口

▽

二
十

七
日
(

土
)

・
;
竹
の

塚

駅
東

口

▽

二

十
(

日
(

日
)

・
・・
都

営
加

賀
二

丁
目

ア

パ
ー
ト

▽

三

十
日
(

火
)

…
北

千
住

駅

西
口

※
時
閧
は
、い
ず
れ
も
午
時
十
時
?

午

後
三

時

三
十

分
で

す

。

問

合
せ

先
　

保

健

予
防

係

ひろば
□
足
立
リ
ト
ル
リ
ー
グ
選
手
募
集

対
象
　
小
学
二
年
生
か
ら
六
年
生

練
習
日
　
毎
週
日
曜
日
、祝
祭
日

場
所
　
東
武
線
堀
切
駅
前
グ
ラ
ン
ド

会
費
　
月
額
二
千
五
百
円
(
諸
費
含
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
リ
ト
ル
・

シ
ニ
ア
リ
ー
グ
野
球
協
会
(
高
橋

　
(
(
七
-
(

九
〇
三
)
、
中
鳥
(

　
六
〇
五
-
一
七
〇
〇
)

□
い
け
花
講
習
会
会
員
募
集

日
時
　
毎
月
第
一
、第
三
水
曜
日

午
後
五
時
三
十
分
～
(
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

費
用
　
一
回
千
円
(
教
材
費
含
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
石
井

　
八
八

三
1
0

七
五
(

□
精
神
障
害
者
の
家
族
相
談

日
時
　
二
月
二
十
(
日
(
日
)
午
後

一
時
～
四
時
三
十
分

場
所
　
梅
鳥
会
館
(
梅
島
三
上
T

五
)

内
容
　
入
院
治
療
と
外
来
冶
療
と
の

組
合
せ
方

講
師
　
小
峯
和
茂
氏

問
合
せ
先
　
足
立
区
精
神
障
害
者
の

家
族
会
(
あ
し
な
み
会
)
　
八
九

七
-
○
二
九
三
(
夜
)
、
ま
た
は

　
三
六
四
-
二
三
〇
一
(
昼
)

□
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
樫
の
実
会
」

目
の
不
自
由
な
万
に
、お
役
に
立

て
ぱ
と
皆
張
切
っ
て
い
ま
す
。

内
容
　
対
面
朗
読
、テ
ー
プ
吹
込
み

問
合
せ
先
　
神
立
(
　
(
(
(
-

六

九
二
(
)

、
足
立
区
社
会
福
祉
協

議
会
(
　
(
(
(
-

一
五
五
〇
)

投
稿

・
問

合

せ
先
　

広
報

課

(
〒
1
2
0千

住

一
-

四
-

一

八
)

――公表します――

電子計算機の
事務処理状況

区
が
、竜
子
計
算
機
を
導
入
し

て
か
ら
十
年
、事
務
処
理
の
効
率

化
、近
代
化
に
大
き
な
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、一
子
計
算
機
で
処

理
し
て
い
る
仕
事
の
中
に
は
、区

民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
含
ん

で
い
ま
す
の
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
に
は
、
細
心
の
注
意
を
は

ら
う
と
と
も
に
、
万
全
の
措
置
参
‘

講
じ
て
い
ま
す
。

「
東
京
都
足
立
区
電
子
計
算
輛

織
に
係
る
佃
人
情
報
の
保
護
に
開

す
る
条
例
」
も
、
そ
の
こ
と
を
定

め
た
も
の
で
す
が
、
第
十
条
に

「
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
佃
人
情

報
の
主
な
処
理
状
況
と
記
録
事
項

を
公
表
す
る
」
と
規
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
下
表
の
と
お
り
公
表
し

ま
す
。

問
合
せ
先
　
情
報
処
理
課

電 子計算 機の事 務処理状況

3月完成予定!
お楽しみに

綾瀬コミュニティ道路

区
民
の
皆
さ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

道
路
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
ご
存
知

で
し
I
つ
か
。

こ
の
ほ
ど
、
都
内
で
初
め
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
が
綾
瀬
駅
西
口

(
稜
瀬
一
丁
目
か
ら
旧
水
戸
街
道
ま

で
)
の
延
長
約
七
百
十
三
㍍
に
渡
っ

て
現
在
建
設
工
事
が
急
ビ
'
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

道
路
は
以
前
、
幅
平
均
(
・
五
㍍
あ

っ
た
区
道
で
、
こ
れ
ま
で
は
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
で
歩
車
道
を
区
切
っ
た
二
車

線
の
道
路
で
し
た
。

し
か
し
。
今
度
の
計
画
で
は
。
車

道
幅
を
三
㍍
に
狭
め
、
駅
に
向
か
っ

て
一
方
通
行
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
歩
遭
幅
を
広
げ
て
ジ
グ
ザ
グ
に

し
て

。
車
は
い
や
で
も
ス
ピ
ー
ド

が
出
せ
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

ま
た
。
歩
道
は
、
カ
ラ
ー
プ
ロ
'

ク
で
舗
装
し
て
あ
り
。
ベ
ン
チ

や
花
壇
を
段
置
す
る
な
ど
エ
夫
し

て
、
区
民
の
語
ら
い
の
広
場
に
も

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
遭
路
と
は
、
安
全
か
つ

快
適
な
日
常
生
活
を
確
保
し
、
人

と
車
の
調
和
を
目
指
し
て
い
く
も

の
で
す
。

こ
の
三
月
に
完
成
す
る
予
定
で

す
の
で
。
俾
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
で
し
I
つ
。

く
わ
し
く
は
、
土
木
都
計
画
調

整
課
へ
。

新
入
学
児
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
へ

新
学
期
は『

子
供
の
交
通
事
故

が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
特
に
行
助
範
囲
が
ゲ
ふ
と
広

が
っ
た
り
、
新
た
に
自
転
車
を
利

用
し
始
め
た
り
す
る
新
入
学
児
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
十

分
な
注
意
が
必
妛
で
す
。

□
子
供
の
行
動
特
性
を
知
ろ
う

▽
子
供
は
、
一
つ
の
こ
と
に
注
意

が
向
く
と
周
り
の
も
の
は
目
に

入
ら
な
く
な
り
ま
す

▽
子
供
は
、
物
事
を
単
純
に
し
か

理
解
で
き
ず
。
考
え
方
も
自
己

中
心
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
自

分
が
黄
色
い
旗
を
あ
げ
れ
ば
、

庫
は
必
ず
止
ま
っ
て
く
れ
る
も

の
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す

▽
子
供
は
、
応
用
的
な
助
作
が
で

き
ま
せ
ん
。
い
つ
も
通
る
遭
で

は
交
通
ル
ー
ル
は
守
れ
ま
す
が

知
ら
な
い
道
で
は
守
れ
ま
せ
ん

▽
子
供
は
。
「
あ
ぷ
な
い
よ
」
と

か
「
注
意
し
な
さ
い
」
と
い
う

よ
う
な
抽
象
的
な
こ
と
ぱ
だ
け

で
は
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
行
助
を
通
じ
て
理
解

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

□
実
例
を
あ
げ
具
体
的
な
指
導
を

子
供
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

に
は
。
子
供
の
特
性
を
理
解
し
た

上
で
、
次
の
点
を
具
体
的
に
指
導

し
て
い
く
こ
と
・が
大
事
で
す
。

◎
実
際
の
通
学
時
間
に
合
わ
せ

て
、
保
護
者
と
児
童
が
実
際
に

そ
の
通
学
路
を
何
回
か
通
っ

て
、
信
号
機
、
道
路
標
職
の
見

方
、
検
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り

方
を
指
導
し
ま
し
I
つ

◎
寝
る
前
に
翌
日
の
準
備
を
済
ま

せ
る
よ
う
習
憤
づ
け
、
ま
た
、

登
校
時
間
に
余
裕
を
も
た
せ
、

忘
れ
物
が
な
い
か
ど
う
か
登
校

前
に
必
ず
点
検
す
る
よ
う
に
習

慣
づ
け
ま
し
″
う

◎
帰
宅
後
、
遊
ぴ
に
行
っ
て
よ
い

範
囲
や
帰
宅
時
間
な
ど
を
、
自

宅
か
ら
の
距
離
や
交
通
環
境
を

考
え
て
決
め
、
子
供
に
し
っ
か

り
守
ら
せ
る
よ
う
指
導
し
ま
し

ょ
う

◎
子
供
に
自
転
車
を
利
用
さ
せ
る

場
合
に
は
、
子
供
の
年
齢
、
体

力
、
能
力
な
ど
を
考
え
て
体
に

適
し
た
自
転
車
を
遇
ひ
、
ま
た
、

乗
る
場
合
は
必
ず
点
検
す
る
よ

う
に
指
導
し
ま
し
I
つ

◎
自
転
車
を
安
全
に
利
用
さ
せ
る

に
は
、
ま
ず
、
空
き
地
や
公
園

な
ど
安
全
な
場
所
で
、
安
全
な

乗
り
方
、
特
に
正
し
い
止
ま
り

方
と
交
差
点
の
安
全
な
渡
り
方

を
十
分
に
教
え
て
か
ら
、
徐
々

に
道
路
に
な
じ
ま
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

ま
た
、
道
路
環
境
や
交
通
S
　

を
考
慮
し
て
、
自
転
車
に
啝
っ

て
も
よ
い
区
域
、
時
間
な
ど
を
　

指
定
し
て
利
用
さ
せ
る
。
そ
し

て
、
決
め
た
こ
と
は
必
ず
守
ら

せ
る
と
と
も
に
、
子
供
が
ふ
だ

ん
ど
の
く
ら
い
自
転
車
を
利
用

し
て
い
る
か
を
杷
抛
し
て
、
事

故
防
止
に
男
め
ま
し
I
つ

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
よ
く
わ

き
ま
え
、
子
供
の
性
格
を
よ
く
考

え
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
な
か
で

具
体
的
に
指
導
し
、
新
し
い
希
望

に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
お
子

さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
よ
う

努
力
し
ま
し
″
う
。

子
供
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
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あなたの畑で野菜や花づくりを

区民農園利用者募集
区
民
の
皆
さ
ん

に
野
菜
や
花
づ
く

り
を
通
じ
て
、
土

亭
緑
に
親
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、

区
民
農
間
を
お
賃

し
し
ま
す
。

く
ゎ
し
く
は
、

区
民
農
園
利
用
者

募
集
粱
内
(
出
張

所
、
区
民
生
活
係

に
あ
り
ま
す
)
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
笑
す
る
農
園

▼
神
明
南
区
民
農
園
〔百
五
十
区

画
〕=
・
神
明
南
ニ
ー
三
(
綾
瀬
駅

か
ら
(
潮
車
庫
行
バ
ス
「神
明
南

町
」下
車
徒
歩
五
分
)
▼
伊
興

区
民
農
園
〔百
四
十
区
画
〕
…
伊

興
本
町
三
六
三
〇
(
竹
の
塚
駅
か

ら
徒
歩
十
五
分
)
▼
谷
中
区
民

農
園
〔百
三
十
区
画
〕
…
谷
中
五

-
九
(
北
綬
瀬
駅
か
ら
徒
歩
(
分
)

▼
大
谷
田
区
民
農
園
〔百
区
画
〕

・
・
・
大
谷
田
五
-
二
(
亀
有
駅
か

ら
(
潮
車
庫
、六
木
団
地
行
バ
ス

「
大
谷
田
五
丁
目
」
下
車
徒
歩
三

分
)

▼
谷
中
一
丁
目
区
民
農
園

〔
百
区
画
〕
…
谷
中

】一
一
(

北
綾
瀬
駅
か
ら
徒
歩
十
分
)

申
込
資
格
　
区
内
在
住
の
世
`

で
、耕
作
地
が
な
く
、園
芸
に

熟
意
の
あ
る
世
帯
(
重
複
の
由

し
込
み
は
無
効
。一
世
帯
一
翦

園
、一
区
画
)

利
用
期
間
　
昭
和
五
十
七
年
四
月

上
旬
?
昭
和
五
十
(
年
二
月
末

利
用
条
件
　
野
菜
や
花
の
栽
培
に

限
り
、種
苗
・
肥
料
な
ど
は
自

己
負
担

運
営
費
負
担
　
年
額
五
千
円
(
運

営
費
は
途
中
で
返
還
し
ま
せ
ん
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
「区

民
農
園
申
込
み
」と
記
入
し
、

希
望
農
園
名
、住
所
、世
帯
全

員
の
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

引
き
続
き
使
用
さ
れ
る
世
帯
の

万
は
従
前
の
利
用
区
両
番
号
を

明
記
し
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ

な
お
、
世
帯
に
六
十
歳
以
上

で
耕
作
す
る
方
が
い
る
場
合

は
、
老
人
コ
ー
ナ
ー
希
望
と
明

記
し
て
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
。

申
込
期
限
　
三
月
六
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
生
活
係
(

苧
旧
千
住
一
一
四
!
一
(
)

自分の手で
作るよろこびを

スポーツセンター事業案内 問 合せ先　859- 8211

※ 1～4の教室に参加

される方は、当セン

タ ーの 健康チェッ ク

を必 ず受けてくださ

い 。

なお、オリェンテ

- ションに出席され

ない場合は教室に参

加できません,

区
民
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル

期
間
　
三
月
十
九
日
夜
発
ヱ
ー
十
二

日
(
三
泊
五
食
付
、‘
車
中
一
泊
)

場
所
　
志
賀
高
原
一
ノ
瀬
ス
キ
ー
場

募
集
人
員
　
八
十
名
(
先
着
順
)

参
加
費
　
=
一
万
七
千
円
(
申
込
金
七

千
円
含
ひ
)
バ
y
チ
テ
ス
ト
は
無

料
主
催
　
区
体
育
協
会

申
込
期
限
　
三
月
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
バ
ム
ス
ポ
ー
ツ
(

千
住
=
〒

七
五
　
　
八
八
一
T

七
九
〇
〇
)

都
民
体
育
大
会

足
立
区
予
選
会

□
硬
式
テ
ニ
ス

日
時
　
三
月
二
十
一
日
(
日
)
午
前

九
時
か
ら
(
雨
天
の
場
合
、
三
月

二
十
(
日
に
順
延
)

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
(
雨
天
の
場
合
、
北

千
住
公
園
テ
ニ
ス
場
・
尾
竹
橋
公

圜
テ
ニ
ス
場
)

種
目
　
男
女
と
も
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
者
、

連
盟
加
入
者
(
大
学
生
を
除
く
)

参
加
費

千
円

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、職
業
、性
別
を
記
入

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
二
月
二
十
(
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
庭
球
協
会
(

〒
Ⅲ
竹
の
冢
四
-
三
-
二
五
1

三
〇
五

浦
中
方

　
(
(

四
-

五
五
三
六
)

毎
月
二
十
日
は
青
少
年
健
全

育
成
の
日
で
す
。

中
央
本
町
体
育
館

個
人
利
用
日
の
お
知
ら
せ

現
在
の
個
人
利
用
日
は
、
第
一
・

第
三
・
第
五
土
曜
日
と
、
団
体
使
用

の
な
い
時
間
帯
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
四
月
一
日
か
ら
、
左

表
の
と
お
り
利
用
日
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
で
お
気
鰹
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

個
人
使
用
料
　
▼
中
学
生
以
下
…
百

円

▼
高
校
生
以
上
・
:二
百
円

利
用
で
き
な
い
日

▽
佃
人
利
用
日

が
祝
日
に
あ
た
る
場
合
(
た
だ
し
、

土
曜
日
と
団
体
利
用
が
な
い
場
合

は
除
く
)

▽
区
ま
た
は
教
育
委

員
会
が
使
用
す
る
場
合

▽
館
内

整
理
日
等

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
体
育
館

八
五
二
-
一
四
三
二

個
人
利
用
日
一
覧
表

こ

の
表

は

昭
和
5
7
年
4

月
I
H

か

ら
適
用

し

ま
す

。

団
体
利
用
(
但
し
'

刊
用
か
な
い
場
合
は
、
個
人
刊
用
)

左
記
ボ
ー
ル
返
ぴ
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
健
用
す
る
。

講
習
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
再
講
習
会

十
六
ミ
リ
映
写
機
操
作
の
修
了

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
技
術
の
向

上
を
計
り
た
い
方
、
復
習
を
な
さ

り
た
い
方
を
対
象
に
し
た
講
習
会

を
開
倣
し
ま
す
。

な
气

時
間
は
自
由
で
す
の
で
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
二
日
(
金
)
午
後

三
時
?
七
時
の
間

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

内
容
　
新
旧
映
写
機
の
使
用
方
法

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
、住

所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、賚

格
修
了
証
番
号
を
記
入
の
う

え
、十
六
ミ
リ
再
講
習
会
応
募

と
明
記
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

申
込
期
限
　
二
月
二
十
六
日
(
必

着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係
(
〒

Ⅲ
千
住
一
丿
四
1
一
(
)

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ

ー

講

習

会

楽
し
く
食
事
を
し
な
が
ら
、
テ

ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
が
身
に
つ
き
ま
す
。

日
時
　
三
月
四
日
(
木
)
午
前
十

一
時
三
十
分
か
ら

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
方

定
員

五
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
五
千
五
百
円

申
込
方
法
　
費
用
を
添
え
て
直
接

窓
口
で
受
付

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー

　
六
〇
五
-
七
一
〇
】

掲
示

板

中
小
企
業
経
営
者

共
済
制
度

中
小
企
業
の
経
営
者
や
そ
の
家

族
が
ヶ
ガ
を
し
た
場
合
、
み
ん
な

で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

資
格
　
二
十
歳
以
上
の
経
営
者
ま

た
は
そ
の
専
従
家
族

会
費
　
月
額
一
律
千
五
百
円

申
込
先
　
区
内
各
信
用
金
庫

問
合
せ
先
　
中
小
企
業
経
営
者
災

害
補
償
事
業
団

　
二
九
三
1

匸
一
四
一

進
学
積
立
郵
便
貯
金

積
立
額
を
二
倍
に
生
か
せ
て

。

最
商
百
(
万
円
の
入
学
賢
金
を
つ

く
れ
る
進
学
積
立
貯
金
を
取
扱
中

で
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便

局
へ
。無

料
税
務
相
談

日
時
　
二
月
二
十
三
日
(
火
)
午

前
九
時
三
十
分
?
午
後
四
時
場
所
　

区
役
所
一
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
足
立
税
務
経
営
指
導

所

　
(
(
一
〒
九
四
一
七

都
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

都
で
は
、
濟
二
十
歳
以
上
で
三

ヵ
月
以
上
都
内
に
在
住
の
方
を
対

象
に
都
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
都
生
活
文
化
局

都
政
モ
ニ
タ
ー
係
(
　
一
ニ

ニ
ー

五
七
六
〇
)
へ
。

改
正
さ
れ
ま
し
た

産
業
別
最
低
賃
金

都
内
の
全
産
業
、全
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
東
京
都
最
低
質
金
の

ほ
か
、
次
の
業
種
の
産
業
別
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
る
業
種
　
繊
維
産
業
、

木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備

品
製
造
業
、
食
料
品
製
造
巣
、

出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業
。

機
械
金
属
製
品
等
製
造
業
、
自

勳
車
整
爾
業
、卸
売
業
・
小
売
業

問
合
せ
先

足
立
労
働
基
準
監
醫

署

　
(
(

二
-
一
一
(
七

東
京
都
洋
裁
学
校
・

理
容
学
校
生
徒
募
集

□
洋
裁
学
校
(
四
月
生
)

資
格
　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

の
あ
る
十
五
歳
以
上
の
女
子

課
程
　
本
科
、高
等
科
、速
成
科
、

手
芸
編
物
科
、
研
究
科

願
書
受
付
　
二
月
二
十
七
日
ま
で

に
所
定
の
願
一

に
入
学
考
査
科

を
添
え
て
本
人
が
持
参

問
合
せ
先
　
芝
洋
裁
学
校

　
四

○
九
-
二
四
四
五

□
理
容
学
校
(
四
月
生
)

資
格
　
都
内
在
住
の
中
学
校
卒
業

以
上
の
方

修
業
期
間
　
昼
間
部
一
年
、
夜
間

鮪
一
年
六
ヵ
月

願
書
受
付
　
三
月
五
日
ま
で
に
所

定
の
願
一
に
入
学
考
査
料
を
添

え
て
本
人
が
持
参

問
合
せ
先
　
理
容
学
校

　
二
九

三
一

九
(
七
一

高
齢
者
職
業
相
談

▽
区

役

所

相
談

室
(

一

階
)

・
:

毎

月
第

四

火

曜
日

▽

竹
の

塚

セ

ン

タ
ー
(

二

階
)

・・・
毎
月

第
四

木

曜

日

▽

西
新

井

区
民

ホ

ー

ル
(

ニ
チ

イ
西

新

井
店

四

階
)
・
=
毎

月

第

三
木

曜
日

時
間
は
、い
ず
れ
も
、午
前
十

時
?
午
後
三
時
(
た
だ
し
、西

新
井

区

民

ホ
ー
ル
は

午

後
四

時

ま
で

で

す
)

問
合
せ
先
　
足
立
区
高
齢
者
事
巣

団

　
(
七
〇
-
六
二
二
二

墨
田
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

　
六
二
五
-
七
六
六
(

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

出
張
相
談

日
時
　
二
月
二
十
五
日
(
木
)

午
後
一
時
?
四
時

場
所
　
区
役
所
第
二
庁
舎
会
議
室

内
容
　
婦
人
を
対
象
に
求
職
相

跂
、職
業
紹
介
、パ
ー
ト
求
人

問
合
せ
先
　
足
立
公
共
職
業
安
定

所

　
(
(
ニ
ー
匸
一
(
七

設
置
さ
れ
ま
し
た

車
椅
子
用
公
衆
電
話

車
椅
子
の
ま
ま
利
用
で
き
る
ボ

ッ
ク
ス
公
衆
一
話
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

設
置
場
所
　
▽
東
都
セ
ン
タ
ー
内

▽
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
内

お
さ
ら
い
教
室

生
徒
募
集

対
象
　
小
学
二
・
三
年
生

日
程
・
場
所
　
▽
千
住
セ
ン
タ
ー

…
水
曜
・
金
一
日

▽
橘
幼
稚

圜
(
関
原
三
丁
目
)
…
火
皿
・

木一

日

費
用
　
三
千
五
百
円
?
四
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
高
齢

者
事
業
団

　
(
七
〇
-
六
二

二
二所

得
税
第
三
期
分
の
納
期

と
碕
定
申
告
は
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
。

お
礼

育
英
賢
金
貸
付
事
業

の
た
め
に
、次
の
方
か

ら
多
額
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
須
藤
み
ち
さ
ん
(
西
保
木
閭
一

一

一
五
一

六
)

▽
折
本
代
志
子
さ
ん
(
東
和
四
一

九
一
一
九
)

申
告
は
お
早
め
に

三
月
十
五
日

ま
で
で
す

住
民
税
は
、皆
さ
ん
が
申
告
し

て
い
た
だ
い
た
内
容
に
基
づ
き
、

区
が
税
額
を
決
定
し
て
、そ
の
税

額
を
通
知
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
納

税
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
、
正
し
い
申
告
を
さ

れ
る
こ
と
に
よ

。て
適
正
な
課
税

が
さ
れ
ま
す
。
お
早
め
に
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

前
年
。
税
務
署
に
確
定
申
告
を

し
た
人
、
前
年
足
立
区
で
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
た
人
を
除
き
、
昭
和

五
十
六
年
に
足
立
区
で
課
税
実
績

の
あ
っ
た
人
に
申
告
書
を
郵
送
し

ま
し
た
。
な
お
、
昭
和
五
十
六
年

中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
で
、
申
告

書
が
届
か
な
か
っ
た
人
は
近
く
の

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
、

課
税
課
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵

送
し
ま
す
。

申
告
の
利
便
を
図
る
た
め
課
税

課
楸
員
が
、
出
張
受
付
け
を
行
い

ま
す
。
出
張
日
程
は
申

告
一

の

裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
。
同
封
の
返
僮
用
刔
簡
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
第
一
・
第
二
課

税
係
へ
。

T・S　239, 000


